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様式４ 

令和５年度第１回 

富士見市公民館運営審議会 水谷東地区会議 

議事録 

日  時 令和 ５年 ６月 １日（木） 
開会 午後 ７時００分 
閉会 午後 ８時３０分 

場  所 水谷東公民館 ふれあいサロン 

出 席 者 

委 員 

久保田委員 齊藤委員 井山委員 上島委員  

○ ○ ○ 〇  

事 務 局 水谷東公民館 利田館長、佐藤主査 

公 開 ・ 
非 公 開 

公開（傍聴者なし） 

議 題 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議題 

（１）令和５年度水谷東公民館事業予定について 

（２）『公民館のデジタル化』 

４ その他 

５ 閉会 

 

会議資料 

  資料１ 令和５年度 富士見市立水谷東公民館事業一覧  

議 事 内 容 

議題 
～議事進行は久保田委員（議長）～ 

 

（１）令和５年度水谷東公民館事業予定について  

～事務局より説明～ 

【議長】（１）についてご質問やご意見はありますか。 

【委員】報告の子育てサロン４月参加者０はどのような評価を。 

【事務局】新年度は入園などの事情で少ないスタートはあった。このようなこと
は初めて。通常の広報活動は行った。 

【委員】先日のふるさとまつりでは子どもがいないという感じではなかった。子
どもだけ大人だけとせず、どういった層をターゲットとしているかネーミングも
大事。 

【委員】小児科のある病院等へ配ってみてはいかがか。 
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【事務局】置いてもらえる事業者に配布していきたい。 

【委員】スマホ教室は店舗で習う感じをそのまま公民館で実施か。 

【事務局】概ねそのとおり。今年度実施する内容については協議中。 

【委員】ニーズの把握はどのように。スキルにあわせてカメラなど。 

【事務局】具体的には初心者コースを１時間、その他例えばＬＩＮＥなどに特化
した１時間などを考えている。 

【事務局】年度末に「富士見の公民館」を作成。皆さまにも事業内容の様子も見
て、感じて、文字にしていただく。 

【委員】子育て応援の勉強室で取り上げてほしいテーマとして、学校では難しく
リアルさを追求できないが公民館ならそれが可能。例えば課金した、勝手にフィ
ルター解除した、発達障害のこと、障害のある方はどんなことを感じているかな
ど。 

【委員】人権問題も考えられる。弁護士会などは力を入れてやっている。参考に
してはどうか。 

【委員】自分を大事にするという取組で性教育。富士見市はこういった話題にも
きちんと予算を取って取り組んでいる。 

 

～その他意見なし～ 

（２）『公民館のデジタル化』  

【事務局】昨年度、公民館にｗｉｆｉ設置。今後の利活用について、出来る、出
来ないは別として忌憚なき意見をお願いしたい。事務局では昨年４町会長とＺｏ
ｏｍを用いた会議をさせていただいた。例えば、サテライトでの発信、今日この
場に来なくても会議には参加できる。 

【委員】公共の電波で勉強するならいいが子どもたちはゲームで遊んで勝手に充

電していないか。 

【事務局】遊んでいる。ただ、充電はさせていない。 

【委員】スマホの長時間使用にダメは禁止ワード。結局はいたちごっこ。リスク
教えないと親からかけられる言葉も鈴と同じ。 

【事務局】ダメと言っても生まれた時からあるもののダメな理由は伝わらない。 

【委員】うまく共存していく、人がスマホに使われるではなく、人がスマホを使
う。 

【委員】デジタル化かどうかわからないが、公民館で行う事業のお知らせを学校
メールで配信してはいかがか。それを保護者が見て申し込む。学校としては配布
物が少なくなるため助かると考える。 

【委員】環境問題的にもペーパレスにつながる。ＳＤＧＳとしてもいいと思う。 

【事務局】今年度から二次元コードを利用した申込みフォームを開始。学校メー

ルは緊急使用している。そのため公民館事業は配信にあたって検討が必要。もう
少し学校と詰める必要がある。忙しい父母に代わり祖父母が事業申込みする人も
いる。 

【委員】何でもかんでもデジタル化する必要はなし。使いこなせる人、そうでな
い人、年代に合致したデジタル化の推進を。 

【委員】すべてがデジタル化だと地域密着型公民館としては寂しく思う。 

【委員】そういう意味では、公民館だよりの様な地域の瓦版の存在はすばらしい。
近所の人もしっかり見ている。 
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４ その他 

【事務局】年間行事にある水谷東文化祭でイエローカフェをやってみてはいかが
か。こういった行事に積極的に参加したい申出を個人からいただいた。 

【委員】公民館だより編集委員と競合。編集委員も文化祭でカフェをしている。
現役のメンバーと相談した方がよい。 

【委員】子育て応援勉強室とコラボしてもいいのでは。カフェしながらの勉強会
もあり。勉強会きた人の振替りにもなる。こういった講演会の後に成功すれば、
今後もホッと一息つけるそんな事業が生まれるのではないか。 

 

 

【事務局】事務連絡 

次回会議開催は、来週の全体会の内容を踏まえ決定したい。 

 

５ 閉  会 

 

 


